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研究成果の概要（和文）：青森県下北郡尻労安部洞窟から出土した旧石器と更新世動物遺体群の精査を進め、本
州最北部に暮らした更新世人類集団による資源利用の解明に取り組んだ。幾何学的な形態解析など多角的な検討
を経て、ナイフ形石器と近接する位置に多出したノウサギ属の歯がいずれもユキウサギではなくノウサギに由来
することを解明。それらが洞窟利用者の猟果であることを確認すべく識別された個体ごとの14C年代測定も進め
た。また、かねて取り沙汰されていた台形石器の石材については玉髄化した堆積岩であることを確認し、下北半
島もしくは津軽半島から調達された可能性が高いことも示した。

研究成果の概要（英文）：In this project, we conducted a thorough examination of Paleolithic stone 
tools and Pleistocene faunal remains excavated from the Shitsukari-Abe Cave, located in the 
Shimokita Peninsula. The purpose of this project was to shed light on resource utilization by 
Pleistocene humans in the northernmost section of Honshu. We used a multi-dimensional analysis, 
including geometric morphometrics, and found that unearthed hare teeth, often found in close 
proximity to backed knives, were all from Lepus brachyurus rather than Lepus timidus. We also 
measured the age of each individual tooth with carbon-14 dating in order to confirm that Pleistocene
 humans who used the cave hunted the animals. In addition, we confirmed that the trapeze―which had 
previously attracted attention― is a sedimentary rock like chalcedony which most likely originated 
from either the Shimokita or Tsugaru Peninsula.

研究分野： 動物考古学

キーワード： 更新世人類　旧石器　動物遺体　洞窟遺跡

  ２版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
日本列島、特に主要4島に暮らした更新世人類集団の狩猟活動については、従来、ナウマンゾウやヤベオオツノ
シカなどの大型獣狩猟の側面が強調されてきた。その状況下、本州最北部に展開した集団が小型獣のノウサギも
積極的に狩猟対象としていたことをこれまで以上の確度をもって示せた意義は大きい。また、尻労安部洞窟から
出土した石器がいずれも下北・津軽両半島で調達できることを確認したことも、本州最北部の更新世人類集団の
行動圏と資源利用のあり方を論じる上で大きな成果となる。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属されます。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９（共通） 
１．研究開始当初の背景 
 青森県下北郡東通村に位置する尻労安部洞窟は、旧石器と更新世動物遺体群が国内で他に類
を見ないほど近接・出土した遺跡として注目を集めている。当洞窟の動物遺体については、地域
絶滅動物に当たるヒグマやヘラジカなど大型獣の遺体も確認されているものの、主体を小型獣
たるノウサギ属の歯が占めている点に特徴付けられる。当洞窟の北僅か数 km には北海道と本
州を分かち、両島の生物地理をも画す津軽海峡が横たわるが、更新世段階で同海峡が存在したか
否か未だ見解の一致を見ていない。加えて、旧来、野尻湖遺跡群や花泉遺跡などの出土遺体群を
基に列島特に主要 4 島に展開した更新世人類集団の狩猟活動はともすると大型獣狩猟ばかりが
強調される傾向にある。かかる状況下、当遺跡の動物遺体は地学的にも考古学的にも精査が求め
られていた。さらに、当遺跡から出土した台形石器の材質も、岩石学者堀秀道氏により列島に産
しない稀少鉱物カショロンである可能性が指摘され、物議を醸していた。 
 
 
２．研究の目的 
 上記の状況を踏まえ、本研究では、尻労安部洞窟か
ら出土した石器と動物遺体を多角的に精査し、更新世
における本州北端の古環境と人類集団による資源利
用の一旦を明らかにすることを目指した。 
 周知の通り、列島に生息するノウサギ属はエゾユキ
ウサギ(Lepus timidus ainu)とニホンノウサギ(Lepus 
brachyurus)の 2 種。それらは、北海道と本州以南の
主要 4 島に異地性をもって分布する。それ故、津軽海
峡に程近い本州最北域に位置する当洞窟で多出した
ノウサギ属の切歯・頬歯が、上記 2 種のいずれに由来
するものかを同定することは、古生物地理学的に極め
て大きな意義を持つ。そこで、本研究ではまず、それ
らノウサギ属の切歯・頬歯について、種レベルの同定
を行うことを研究目的の一つに据えた。 
 また、ナイフ形石器と近接した位置に多出した同資料群は(図 1)、更新世人類集団の猟果に由
来する可能性が考えられる考古学的にも重要な資料に他ならない。従来、列島の更新世人類集団
の狩猟について大型獣狩猟という側面ばかりが強調されるきらいにあった状況にも鑑みたとき、
それらが果たして猟果に由来するかの確認が考古学的な急務ともいえる。よって、本研究では、
尻労安部洞窟出土ノウサギ属の切歯を個体識別の上年代測定を試み、一括性を確認することも
研究目的とした。 
 さらに尻労安部洞窟を利用した更新世人類集団の行動圏も確認すべく、かねて物議を醸して
いた出土台形石器の石材を特定することも研究目的の一つに加えた。 
 
 
３．研究の方法 
(1)ノウサギ属遺体の同定 
 同属に分類され形態が酷似するエゾユキウサギと
ニホンノウサギの遺体を肉眼で見分けることは難し
い。そこで、本研究では尻労安部洞窟の出土歯を種レ
ベルまで同定すべく、左第 3 前臼歯を対象にマイク
ロ CT 画像を撮影した上、線形計測とランドマーク
法による幾何学的な形態解析、非計測的な形質的特
徴の精査も試みた(図 2)。 
 
(2)哺乳類歯牙の放射性炭素(14C)年代測定 
 ナイフ形石器と近接出土したノウサギ属の歯につ
いては、既に 17 点の資料が一括測定され、較正年代
にして約 2万年前という値が得られていた。ただ、そ
の後、AMS の分解能の向上により 0.1g に満たない微
量試料の測定が可能となったため、個体識別された
切歯 7 点を改めて測定。あわせて同一層準に含まれていたヒグマ・ヘラジカの歯牙についても年
代を測定した。測定には、東京大学総合研究博物館のコンパクトの AMS を使用した。また前処
理は Longin et al.(1971)、Yoneda et al.(2002)の方法に則って実施。炭素精製・グラファイト化
については、それぞれ Minagawa et al.(1984)、Kitagawa et al.(1993)の方法に従った。 
 
(3)台形石器の石材特定 
 下北・津軽両半島に流路を持つ 26 の 1・2級河川計 30 地点から台形石器と同様乳白色を呈す
る転石 210 点を採集するとともに、かねて石材の可能性が指摘されていたカショロンについて
も、シベリア・ザバイカル地方で採集された資料 2 点を入手。それらに、尻労安部洞窟から出土

図1 尻労安部洞窟におけるナイフ形石器

と動物遺体の出土状況 

 

図 2 ノウサギ属第 3 前臼歯と CT 画像上

に設定したランドマーク 

 



した縄文時代の石器群のうち乳白色の石鏃 2 点、剥片 12 点も比較対象に加え、比重と実体顕微
鏡・電子顕微鏡による観察所見、さらにエネルギー分散型の蛍光 X線回折(XRD)による成分組成
の異同を確認することで、台形石器石材の特定を試みた。 
 
 
４．研究成果 
(1)ノウサギ属左第三前臼歯の同定 
 線形計測、ランドマーク法による幾何学的
形態解析の結果、非計測的形質的特徴の観察
初見のいずれから見ても、尻労安部洞窟で出
土したノウサギ属の歯は、いずれも今日本州
以南に分布するニホンノウサギに由来し、北
海道に分布するエゾユキウサギの資料を含
んでいないことが示唆された(図 3)。この結
果は、後期更新世の段階で既に津軽海峡が存
在し、移動能力の低い小型陸獣が北海道・本
州間を移動できなかった可能性を強く支持
する証左と捉えることができ、古生物地理学
的に極めて大きな意義を持つ。本研究成果に
ついては、研究協力者の澤浦亮平を筆頭著者に研究代表者・分担者 3名も共著者とする論文にま
とめ、国際誌 International Journal of Osteoarchaeology に投稿、国内外から大きな反響を得た
(Sawaura et al. 2018)。 
 
(2)哺乳類歯牙の 14C年代測定 
未だ測定結果を精査中であるため詳細を報告する段階にないが、較正データに IntCal13 を

使用（Reimer et al. 2013）、OxCal4.2（Bronk Ramsey, 2009）を用いて算出した結果、7 個体分
のノウサギ切歯のうち 5 個体分の資料について約 28,000〜30,000 年前という較正年代値が
得られた。同年代値は、17 点を一括測定して得られていた約 20,000 年前という値を大幅に
遡るものであるが、近接出土したナイフ形石器の型式学的な年代観からすればむしろ調和
的と評価できる。従って本年代測定の結果を踏まえても、ノウサギの歯牙の多くがナイフ形
石器を使用した更新世人類の猟果と考えて矛盾はないと言えるだろう。 
他方、ヘラジカからは同じく較正年代にして約 39,000 年前、ヒグマからも約 34,000 年と

いう年代値も得られた。この測定結果からは本洞窟が後期旧石器時代の前期と後期に亘っ
て繰り返し利用され、出土動物遺体にそれぞれの猟果に由来する資料が含まれている可能
性が示唆される。研究分担者の渡辺丈彦によれば、ナイフ形石器より上層から発掘されたも
のの、尻労安部洞窟の出土台形石器については、技術形態的に見てナイフ形石器に先立つ後
期旧石器時代前期の所産とも考えて矛盾がないという(渡辺 2018)。その可能性も鑑みた時、
本研究に先立ち測定された資料も含め 34,000〜39,000 年前という較正年代値が得られた動
物遺体群は、今後台形石器との関係性が問われることとなろう。 
 
 
(3)台形石器の石材特定 
 尻労安部洞窟の台形石器は、実体鏡による
観察により、非顕晶質にしてラミナ構造を有
し、かつ微化石と思しき微粒も含むことが確
認された。また、その比重は 2.43g を測った。
比較試料との照合の結果、かかる特徴はロシ
ア産のカショロンには確認できず、むしろ踏
査を通じ下北・津軽両半島からも採集された
玉髄化した堆積岩に見出せた。さらに、XRD
により、同じく尻労安部洞窟から出土した縄
文時代の石鏃・剥片には、元素組成スペクト
ルの波形がカショロン以上に台形石器のそ
れと酷似する試料も確認された(図 4)。以上
の結果を勘案すれば、かねて取り沙汰されて
きた台形石器の石材は、産地特定にこそ至っ
ていないものの、遺跡の比較的近傍で調達で
きた可能性が高いと見て良い。本研究成果に
ついては、研究協力者の市田直一郎(東京都埋蔵文化財センター)を筆頭著者に研究代表者・分担
者 4名による共著論文として纏める準備も進めた。 
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